
学校通信 伊勢崎市立第一中学校 

第 10 号 感動 感謝 思いやり 

R８.７.17 高きを目指す一中生

　一人ひとりの成長が感じられた１学期 

　さあ夏休み！『高きを目指す夏』にしましょう！ 

 
　4月7日(火)、新しい学年、新しい学級での生活がスタートした１学期。１年生は中学校生活に少
しずつ慣れ、2年生は先輩としての自覚を深め、3年生は学校の中心として行事や部活動を引っ張っ
てくれました。 
　それぞれの生徒が自分の目標に向かって努力し、学習や部活動、学校行事などに一生懸命取り組む
姿をたくさん見ることができました。うまくいったこともあれば、思うようにいかなかったこともあ
ったと思います。しかし、その一つ一つの経験をとおして生徒は大きく成長しました。 
　国内では、子どもを巻き込んだ悲しい事件や事故が報道されました。しかし、本校では全ての生徒
が無事に終業式を迎えることができました。子どもを見守っていただいた保護者の皆様に感謝いたし
ます。 
 

  【終業式での校長の話】 
　明日からは夏休みです。夏休みはぜひ「高きを目指す」ことを目標にしてほしいと思います。 
 
　「高きを目指す」と聞くと、全国大会に出場することや、学年で一番になることなど、特別なこ
とを思い浮かべる人もいるかもしれません。しかし、本当の意味で高きを目指すとは、「昨日の自
分より少し成長すること」です。 
 
　勉強で一問多く解けるようになること。 
　苦手だったことに挑戦してみること。 
　あいさつを自分からすること。 
　誰かを思いやる行動を一つ増やすこと。 
 
　こうした小さな積み重ねが、やがて大きな成長につながります。 
　山に登るときも、一歩一歩進まなければ頂上にはたどり着けません。途中には苦しい坂道もあ
ります。しかし、その一歩を止めなかった人だけが、美しい景色を見ることができます。 
　皆さん一人一人にも、自分だけの「頂上」があります。人と比べる必要はありません。大切なの
は、自分で決めた目標に向かって努力を続けることです。 
 
　明日から始まる夏休みは、自分をさらに成長させる絶好の機会です。勉強や部活動に打ち込む人
もいるでしょう。本を読んだり、家族との時間を大切にしたり、新しいことに挑戦したりする人も
いるでしょう。どんな過ごし方であっても、「この夏、自分は何を伸ばしたいのか」という目標を
一つ決めてください。 

 　
　目標がある人は前に進むことができます。そして、その努力は必ず2学期の自信につながります。 
始業式には、心も身体も一回り成長した皆さんと元気に再会できることを楽しみにしています。

 

　　地域に飛び出せ一中生！ 

　　　　今、茂呂公民館が面白い！ 
 
　茂呂公民館が、「お祭りボランティア」と「学生サポーター」を 
募集しています。 
　自分たちのふるさとを、自分たちの力で盛り上げることのでき 
るチャンスです。 
　イベント好きの一中生にはもってこいの企画です。できる時に、 
できることを無理なくやればいいので、難しく考えずに一歩踏み 
出してみましょう。新しい自分が発見できるもしれません。 
 
＜学生サポーターの活動内容＞ 
　☆ 地域イベントへの参加（行事の企画・進行・運営等） 
　☆ 公民館講座のサポート（絵画教室、料理教室、工作教室等） 
　☆ 子どもの居場所づくり（学習支援、遊びボラ、イベント運営等） 
　☆ 公民館の利便性アップ（事業の企画、清掃、花壇の整備等） 
 

※詳しくは“Classroom”のチラシをご覧ください！

一中だより


